
ポイント
国
際
金
融
市
場
で
規
制
強
化
へ

の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
２
０

０
８
年
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク

後
、
主
要
国
の
監
督
当
局
で
構
成

す
る
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会

は
自
己
資
本
比
率
規
制
や
流
動
性

規
制
の
強
化
を
打
ち
出
し
、
各
国

監
督
当
局
と
金
融
機
関
は
既
に
そ

の
対
応
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い

る
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金

融
機
関
に
つ
い
て
は
、
自
己
資
本

を
上
乗
せ
し
て
破
綻
の
可
能
性
を

低
く
す
る

一
方
、
国
際
的
な
取
り

組
み
と
し
て
こ
う
し
た
金
融
機
関

が
経
営
困
難
に
陥

っ
た
場
合
に
は

原
則
と
し
て
破
綻
処
理
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
間
、
米
国
や
英
国
で
は
銀

行
業
を
伝
統
的
な
預
金

。
貸
し
出

し
中
心
の
姿
に
戻
す
た
め
の
業
務

範
囲
規
制
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
。

米
国
で
は
金
融
規
制
改
革
法

（ド

ッ
ド

・
フ
ラ
ン
ク
法
）
の
も
と
、

ボ
ル
カ
ー

・
ル
ー
ル
で
銀
行
の
規

模
を
制
限
す
る
規
制
を
実
施
す
る

方
向
に
あ
る
ほ
か
、
短
期
利
得
狙

聞

ぃ
の
自
己
勘
定
取
引
や

ヘ
ッ
ジ
フ

軒
冽
ァ
ン
ド
な
ど
へ
の
投
資
の
禁
止
も

一
中
打
幾
御
雄
帥
球
い
幅
学
景
を
ど
う

日

解
釈
す
べ
き
か
。
か
つ
て
銀
行
に

は
元
本
保
証
の
預
金
を
扱
い
、
決

済
と
資
金
仲
介
の
機
能
を
担
う
業

務
の
性
格
と
重
要
性
か
ら
リ
ス
ク

を
と
る
こ
と
自
体
を
制
限
さ
れ
る

業
務
範
囲
規
制
が
あ

っ
た
。
し
か

年

し
１
９
８
０
年
代
以
降
の
金
融
技

・２

術
革
新
の
中
で
、
様
々
な
金
融
の

２。

担
い
手
が
銀
行
の
競
争
相
手
と
し

て
出
現
し
、
伝
統
的
な
業
態
区
分

の
ま
ま
で
は
経
営
基
盤
が
脆
弱
化

す
る
懸
念
が
指
摘
さ
れ
始
め
た
。

そ
こ
で
銀
行
の
業
務
範
囲
規
制

を
徐
々
に
緩
和
し
、
あ
る
程
度
の

リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
を
許
容
す
る

堕も

一
方
で
、
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分

な
バ
ッ
フ
ァ
ー

（緩
衝
材
）
を
用

意
す
る
自
己
資
本
比
率
規
制
へ
と

変
化
し
た
。
規
制
緩
和
の
流
れ
は
、

金
融
業
の
付
加
価
値
の
増
大
と
高

収
益
を
も
た
ら
し
、
順
調
で
あ
る

か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
リ
ー
マ

ン

・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
状
況
は

一

変
し
た
。鬱

⑬
●
　
◇
０
◇

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
強

化
の
底
流
に
は
、
ま
ず
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト

（安
全
網
）
の
傘
の

下
に
あ
り
、
公
的
資
金
で
救
済
さ

れ
る
可
能
性
の
あ
る
預
金
を
取
り

扱
う
銀
行
は
、
大
き
な
リ
ス
ク
を

と
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
か
つ
て

の
考
え
方
へ
の
回
帰
が
あ
る
。

第
二
に
、
巨
大
す
ぎ
る
金
融
機

関
の
存
在
は
問
題
と
の
考
え
方
が

あ
る
。
近
年
、
米
国
な
ど
先
進
国

の
銀
行
は
規
模
を
拡
大
し
て
き
た

（図
参
照
）
。
そ
の
背
景
の

一
つ

は
、
銀
行
業
の
情
報
産
業
化
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
投
資
拡
大
に
よ
り
固

定
費
が
増
加
し
、
規
模
拡
大
の
メ

リ

ッ
ト
が
出
て
き
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
先
進
国
内
で
の
収
益
機

会
が
細
る
中
で
、
業
務
、
地
域
の

多
角
化
に
よ
る
収
益
機
会
の
追
求

や
リ
ス
ク
介
散
の
効
果
を
狙

っ
た

自
然
な
流
れ
と
も
い
え
る
。

し
か
し
こ
こ
１０
年
ほ
ど
を
み
る

と
、
あ
る
程
度
の
規
模
ま
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
銀
行
の
リ
ス
ク
分
散
効

果
が
認
め
ら
れ
る
が
、
規
模
が
巨

大
に
な
り
す
ぎ
る
と
リ
ス
ク
介
散

効
果
は
働
か
な
く
な
る
。他
方
で
、

金
融
市
場
で
大
き
な
取
引
シ
ェ
ア

を
持
つ
巨
大
金
融
機
関
の
破
綻
は

甚
大
な
社
会
的
コ
ス
ト
を
発
生
さ

せ
る
た
め
、
巨
大
に
な
る
こ
と
が

救
済
へ
の
期
待
を
高
め
る
弊
害
を

持
つ
。
欧
米
各
国
で
、
投
資
銀
行

な
ど
監
督
網
か
ら
漏
れ
る

「
シ
ャ

ド
ー
バ
ン
ク
（影
の
銀
行
と
も
含

め
て
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機

関
の
規
制
を
強
化
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
破
綻
処
理
を
可
能
に
す
る
環
境

を
整
備
す
る
考
え
方
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
こ
れ
ら
の
反
省
が
あ
る
。

欧
米
諸
国
の
規
制
強
化
の
背
景

に
は
、
欧
米
の
金
融
業
に
対
す
る

国
民
感
情
の
悪
化
も
あ
る
。
結
果

的
に
は
、
金
融
業
の
無
理
な
収
益

追
求
が
招
い
た
資
産
バ
ブ
ル
崩
壊

に
よ
り
、
多
く
の
国
民
の
資
産
が

毀
損
さ
れ
た
り
雇
用
が
失
わ
れ
た

り
し
た
。

一
部
の
有
力
な
経
済
学

者
の
間
に
も
、
金
融
の
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
根
強
い
不
信

が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
貿
易
自

由
化
の
理
論
的
支
柱
で
あ
る
米
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ジ
ャ
グ
デ
ィ
シ

ュ
・
バ
グ
フ
テ
ィ
教
授
は
金
融
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
野
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
同
じ
土
俵
で
議
論
す
べ
き
で

な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
見
方
は
今
後
、
金
融
取
引
税
と

い
っ
た
直
接
的
な
金
融
規
制
の
動

き
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

霞

霞

規
制
強
化
の
動
き
に
対
し
、
金

融
界
か
ら
は
懸
念

・
反
対
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
急
先
鋒

（せ
ん
ぼ
う
）
は
先
進
的
な
リ
ス

ク
管
理
手
法
を
考
案
し
リ
ス
ク
管

理
能
力
の
高
さ
に
定
評
が
あ

っ
た

米
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ

ン

・
チ
ェ
ー
ス

だ
。
し
か
し
同

社

は
今

年

５

月
、
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ

（金
融
派

生
商
品
）
取
引

で
４
月
以
降
に

２０
億

，レ
ド

（約
１

６
０
０
億
円
）

の
評
価
損
が
生

じ
た
と
公
表
。

そ
の
後
、
こ
の

損
失
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
銀
行
へ
の
規
制
強

化
は
ボ
ル
カ
ー

・
ル
ー
ル
だ
け
で

は
不
十
介
で
、
む
し
ろ
グ
ラ
ス

。

ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
の
よ
う
な
銀
行

と
証
券
の
厳
格
な
業
務
分
離
規
制

の
方
が
、
証
券
市
場
を
健
全
化
し
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
頑
健
性
を
確
保

で
き
る
と
い
っ
た
議
論
が
出
て
お

り
、
同
法
の
再
導
入
へ
と
進
む
契

機
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
欧
米
に
お
け
る

規
制
強
化
の
流
れ
を
ど
う
評
価
す

べ
き
だ
ろ
う
か
。
色
機
の
再
発
を

防
ぐ
た
め
に
不
備
と
な
っ
て
い
た

規
制
を
見
直
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム

の
頑
健
性
を
強
化
す
る
作
業
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
る
個
々
の
規
制
を
み
る

と
、
そ
の
趣
旨
は
適
切
だ
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
規
制
が
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
や
経
済
成
長
に
副
作

用
を
も
た
ら
し
得
る
可
能
性
が
存

在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

規
制
の
内
容
や
手
法
、
対
象
範

囲
、
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
規
制

の
相
互
作
用
な
ど
を
十
分
検
討
し

て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、

そ
れ
に
沿
っ
た
規
制
体
系
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
規
制
の
趣
旨
と
そ

れ
が
も
た
ら
し
得
る
可
能
性
の
あ

る
副
作
用
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

第

一
に
、
ボ
ル
カ
ー

・
ル
ー
ル

に
よ
る
短
期
利
得
狙
い
の
自
己
勘

定
取
引
の
規
制
の
趣
旨
は
、
特
に

リ
ス
ク
の
高
い
取
引
か
ら
銀
行
経

営
を
隔
離
す
る
こ
と
に
あ
る
。ヽ

一

方
で
、
取
引
の
規
制
対
象
が
広
が

り
、
幅
広
い
金
融
商
品
の
売
買
を

細
ら
せ
て
し
ま
う
と
、
市
場
流
動

性
を
低
下
さ
せ
て
、
金
融
商
品
の

流
動
性
プ
レ
ミ
ア
ム

（上
乗
せ
金

利
）
を
拡
大
し
、
さ
さ
い
な
シ
ョ

ッ
ク
で
も
金
利
が
上
昇
し
、
か
え

っ
て
市
場
を
不
安
定
に
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
取
引
の
直
接
的
規

制
は
、
市
場
流
動
性
低
下
と
い
っ

た
可
能
性
も
踏
ま
え
て
、
対
象
範

囲
な
ど
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
自
己
資
本
比
率
規
制

強
化
の
趣
旨
は
銀
行
の
リ
ス
ク
バ

ッ
フ
ァ
ー
を
厚
く
す
る
こ
と
に
あ

る
。

一
方
で
、
民
間
貸
し
出
し
に

よ
り
高
い
リ
ス
ク
ウ
エ
ー
ト

（掛
，

け
目
）
を
配
分
し
た
現
行
の
自
己

資
本
比
率
規
制
は
、
銀
行
の
国
債

保
有
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（誘
因
）

を
人
為
的
に
高
め
、
民
間
融
資
へ

の
取
り
組
み
を
減
退
さ
せ
る
こ
と

で
経
済
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

自
己
資
本
比
率
規
制
強
化
は
、

リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
前
夜
の
よ

う
な
短
期
資
金
に
依
存
し
た
民
間

信
用
の
膨
張
に
歯
止
め
を
か
け
る

効
果
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
現
在
、
国
際
金
融
市
場
は
、

欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
諸
国
の
金
融

シ
ス
テ
ム
不
安
と
国
家
債
務
拡
大

に
よ
る
ソ
ブ
リ
ン

（政
府
債
務
）

た
機
の
悪
循
環
の
局
面
に
移

っ
て

い
る
。
銀
行
の
国
債
保
有
の
増
加

は
、
ソ
ブ
リ
ン
危
機
が
ギ
リ
シ
ャ

の
よ
う
な
状
況
に
至
る
場
合
に
は

金
融
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
不
安
定
に

さ
せ
る
。
規
制
は
往
々
に
し
て
後

追
い
的
に
な
っ
た
り
、
銀
行
に
よ

る
規
制
回
避
行
動
が
新
た
な
リ
ス

ク
の
蓄
積
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
に
十
分
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

◇
等
鰺
　
譲

現
在
の
国
際
的
な
規
制
強
化
の

流
れ
は
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的

投
資
銀
行
モ
デ
ル
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金

融
市
場
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。　
一
方
、
邦
銀
の
よ
う
な
高
リ

ス
ク
取
引
が
多
く
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
ヘ
の
影
響
は
相
対
的
に
小

さ
い
が
、
依
然
と
し
て
現
状
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
前
提
に
収
益
基

盤
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
重

要
な
課
題
は
残

っ
て
い
る
。

日
本
も
含
め
高
齢
化
、
低
成
長

と
い
う
課
題
を
抱
え
た
先
進
国
の

監
督
当
局
は
、
規
制

・
監
督
体
制

の
再
構
築
に
あ
た
り
、
膨
ら
む

一

方
の
公
的
債
務
を
抱
え
る
金
融
シ

ス
テ
ム
の
危
機
再
発
の
未
然
防
止

と
、
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
銀
行
業
の

収
益
基
盤
維
持
の
両
立
と
い
う
難

し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

お
き
な

。
ゆ
り

慶ヽ
応
義
塾
大

院
修
了
、京
都
大
博
士
（経
済
学
）
。

専
門
は
金
融
論

6月 19日 付

ｏ
金
融
業
の
規
制
緩
和
の
流
れ
は
金
融
危
機
で
一
変

①
自
己
勘
定
取
引
の
規
制
で
金
利
変
動
拡
大
の
懸
念

ｏ
銀
行
の
国
債
保
有
増
で
長
期
的
リ
ス
ク
の
拡
大
も

令
伸
　
一白
八
日
　
　
日
本
総
合
研
究
所
理
事

市
場
の
安
定
性
に
影
響

銀
行
収
益
と
の
両
立

課
題
に

金融規制強化は必要か⑬

ロロ

ロロ
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